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効
率
化
が
注
目
さ
れ
て
お
り
、
官
民
を
挙
げ
た
取
組
み

が
活
発
化
し
て
い
る
。

　

そ
ん
な
中
、
政
府
が
今
年
一
月
に
閣
議
決
定
し
た

「
第
五
期
科
学
技
術
基
本
計
画
」（
二
〇
一
六
〜
二 

〇
二
〇
年
度
）
で
は
、
世
界
に
先
駆
け
て
「
超
ス
マ
ー

ト
社
会
」
の
実
現
を
目
指
す
こ
と
が
掲
げ
ら
れ
た
。
ど

う
い
う
社
会
で
あ
る
か
を
具
体
的
に
イ
メ
ー
ジ
す
る
の

は
難
し
い
が
、「
必
要
な
も
の
・
サ
ー
ビ
ス
を
、
必
要
な

人
に
、
必
要
な
時
に
、
必
要
な
だ
け
提
供
し
、
社
会
の

さ
ま
ざ
ま
な
ニ
ー
ズ
に
き
め
細
か
に
対
応
で
き
、
あ
ら

ゆ
る
人
が
質
の
高
い
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
ら
れ
、
年
齢
、

性
別
、
地
域
、
言
語
と
い
っ
た
さ
ま
ざ
ま
な
違
い
を
乗

り
越
え
、
活
き
活
き
と
快
適
に
暮
ら
す
こ
と
の
社
会
」

と
定
義
さ
れ
て
い
る
。

こ
れ
か
ら
の
建
築
、イ
ン
フ
ラ
維
持
・
更
新

　

で
は
、
こ
う
し
た
社
会
の
到
来
で
〝
建
設
〞
は
ど
う

変
わ
っ
て
い
く
の
だ
ろ
う
か
。

　
「
平
成
二
十
八
年
版
科
学
技
術
白
書
」（
編
集
・
文
部

科
学
省
）
の
第
一
部
・
第
一
章
「
超
ス
マ
ー
ト
社
会
の

到
来
」
に
は
、
国
民
生
活
に
身
近
な
視
点
か
ら
二
〇
年

程
度
先
の
未
来
社
会
像
を
構
想
し
、
建
築
物
の
企
画
・

設
計
か
ら
施
工
、
維
持
管
理
に
至
る
一
連
の
プ
ロ
セ
ス

な
ど
に
つ
い
て
も
記
述
が
あ
る
。

　

そ
れ
に
よ
る
と
、
地
域
住
民
や
関
係
者
と
の
打
ち
合

わ
せ
に
建
物
の
３
Ｄ
（
三
次
元
）
画
像
を
使
う
こ
と
で
、

第
五
期
科
学
技
術
基
本
計
画
で
目
指
す
も
の

　

建
設
分
野
の
技
術
革
新
は
、「
よ
り
安
全
に
」「
よ
り

便
利
に
」「
よ
り
快
適
に
」
と
い
っ
た
ニ
ー
ズ
が
原
動
力

と
な
っ
て
き
た
。
さ
ま
ざ
ま
な
要
求
に
応
え
る
た
め
、

近
代
建
設
技
術
は
軟
弱
地
盤
な
ど
建
設
地
に
は
な
り
得

な
か
っ
た
場
所
に
も
構
造
物
の
建
設
を
可
能
と
し
、
さ

ら
に
「
高
く
」「
深
く
」「
長
く
」「
速
く
」
な
ど
と
い
う

技
術
的
課
題
を
次
々
と
ク
リ
ア
し
て
今
日
に
至
っ
て
い

る
。
日
本
が
地
震
国
で
あ
り
な
が
ら
「
世
界
に
冠
た
る

建
設
技
術
の
保
有
国
」
と
自
負
す
る
ゆ
え
ん
で
も
あ
る
。

　

単
に
「
造
る
」
こ
と
だ
け
で
は
な
い
。
近
年
は
地
球

温
暖
化
を
背
景
に
構
造
物
の
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
を
通
し

た
環
境
負
荷
の
軽
減
な
ど
、
企
画
・
設
計
か
ら
完
成
後

の
運
営
・
維
持
・
更
新
ま
で
も
含
め
た
ト
ー
タ
ル
の
環

境
対
応
力
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
コ
ス
ト
低
減
も
含
め
、

こ
の
日
本
で
建
設
技
術
に
要
求
さ
れ
る
も
の
は
確
実
に

合
意
形
成
の
ス
ピ
ー
ド
は
格
段
に
ア
ッ
プ
。
設
計
や
資

材
量
の
算
出
に
必
要
な
計
算
な
ど
も
建
設
管
理
シ
ス
テ

ム
で
行
え
、
独
創
的
な
機
能
や
美
し
い
デ
ザ
イ
ン
の
創

造
に
多
く
の
時
間
を
割
け
る
よ
う
に
な
る
。

　

工
事
で
は
ド
ロ
ー
ン
に
よ
る
高
精
度
な
測
量
結
果
を

基
に
３
Ｄ
の
現
況
図
面
が
作
成
さ
れ
、
こ
れ
と
施
工
完

成
図
面
を
重
ね
合
わ
せ
て
で
き
る
高
低
差
を
、
自
動
制

御
の
建
機
が
正
確
に
切
り
盛
り
し
て
い
く
。
建
物
の
工

事
が
始
ま
る
と
、
進
捗
状
況
や
現
場
で
生
じ
た
誤
差
な

ど
を
ド
ロ
ー
ン
が
測
量
し
、
建
物
管
理
シ
ス
テ
ム
に
送

信
。
続
い
て
資
材
工
場
か
ら
３
Ｄ
情
報
に
基
づ
き
現
場

の
誤
差
に
合
わ
せ
て
い
く
つ
か
の
部
材
を
一
体
化
し
た

も
の
が
必
要
な
時
に
送
ら
れ
て
来
て
、
現
場
で
ロ
ボ
ッ

ト
と
人
が
協
働
し
な
が
ら
設
置
・
接
合
す
る
。

　

さ
ら
に
、
過
去
の
労
働
災
害
の
発
生
状
況
に
関
す
る

デ
ー
タ
解
析
か
ら
、
あ
ら
か
じ
め
現
場
で
の
危
険
個
所

も
割
り
出
さ
れ
て
い
る
た
め
、
全
国
の
建
設
現
場
で
の

労
働
災
害
も
減
少
。
竣
工
後
の
維
持
管
理
で
も
部
材
に

取
り
付
け
た
小
型
セ
ン
サ
ー
か
ら
の
情
報
を
基
に
建
物

の
劣
化
状
況
な
ど
を
蓄
積
し
、
施
工
主
に
対
し
て
適
切

な
資
材
の
取
り
換
え
時
期
の
提
案
を
行
っ
た
り
、
改
修

時
に
資
材
の
再
利
用
な
ど
の
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
た
り

す
る
。

　

こ
の
ほ
か
既
存
イ
ン
フ
ラ
の
長
寿
命
化
に
つ
い
て
は
、

ヘ
ビ
の
よ
う
に
細
長
い
ロ
ボ
ッ
ト
、
壁
面
に
吸
着
し
な

が
ら
歩
く
ロ
ボ
ッ
ト
、
遠
く
か
ら
で
も
劣
化
の
状
況
を

広
が
り
を
見
せ
て
い
る
と
い
え
よ
う
。

　

省
力
化
に
よ
る
生
産
性
の
向
上
も
長
年
に
わ
た
る
技

術
的
な
テ
ー
マ
だ
が
、
そ
の
技
術
開
発
の
ト
ー
ン
は
需

要
動
向
を
色
濃
く
反
映
し
て
き
た
一
面
が
あ
る
。
一
九 

八
〇
年
代
か
ら
一
九
九
〇
年
代
に
か
け
て
、
旺
盛
な
需

要
に
沸
く
日
本
の
建
設
産
業
で
は
建
設
作
業
の
ロ
ボ
ッ

ト
化
や
部
材
を
工
場
で
生
産
す
る
Ｐ
Ｃ
ａ
（
プ
レ
キ
ャ

ス
ト
）
化
に
関
す
る
技
術
開
発
が
積
極
的
に
展
開
さ
れ

た
。
建
物
の
〝
全
自
動
化
〞
施
工
を
目
指
し
た
技
術
開

発
な
ど
は
建
設
産
業
が
労
働
力
に
依
存
し
た
「
労
働
集

約
型
」
か
ら
脱
却
し
て
い
く
の
を
予
感
さ
せ
る
取
組
み

で
も
あ
っ
た
が
、
一
九
九
〇
年
代
後
半
に
な
る
と
建
設

不
況
の
到
来
で
そ
う
し
た
開
発
合
戦
は
「
コ
ス
ト
に
見

合
う
効
果
が
得
ら
れ
な
い
」
こ
と
を
理
由
に
ト
ー
ン
ダ

ウ
ン
し
て
し
ま
う
。

　

だ
が
、
担
い
手
不
足
の
問
題
に
直
面
す
る
建
設
産
業

で
は
こ
こ
数
年
来
、
あ
ら
た
め
て
建
設
生
産
の
合
理
化
、

高
速
で
検
査
で
き
る
技
術
な
ど
の
登
場
が
予
測
さ
れ
て

い
る
。
さ
ら
に
各
施
設
の
建
設
時
の
情
報
や
利
用
状
況
、

点
検
・
修
繕
の
履
歴
が
シ
ス
テ
ム
に
蓄
積
さ
れ
、
そ
う

し
た
点
検
ロ
ボ
ッ
ト
か
ら
送
ら
れ
て
く
る
劣
化
や
損
傷

の
状
況
を
基
に
修
繕
の
時
期
・
内
容
と
各
施
設
間
の
優

先
順
位
を
決
め
て
い
く
。

継
続
的
な
生
産
革
新
へ
の
取
り
組
み

　

個
々
の
要
素
技
術
を
見
る
と
こ
う
し
た
世
界
は
も
は

や
夢
物
語
で
な
く
、
普
段
は
仮
囲
い
の
中
で
見
ら
れ
な

い
建
設
生
産
や
イ
ン
フ
ラ
の
維
持
・
更
新
が
こ
れ
か
ら

ど
の
よ
う
に
変
わ
ろ
う
と
し
て
い
る
の
か
を
、
一
般
市

民
が
イ
メ
ー
ジ
す
る
の
に
分
か
り
や
す
い
一
つ
の
未
来

像
で
は
あ
る
。
急
速
に
発
展
し
て
い
る
Ｉ
Ｃ
Ｔ
や
Ｉ
ｏ

Ｔ
（
モ
ノ
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
）、
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
、Ａ

Ｉ
（
人
工
知
能
）
が
建
設
生
産
に
も
大
き
な
影
響
を
も

た
ら
す
の
は
必
至
で
あ
り
、
建
設
分
野
か
ら
も
未
来
像

を
積
極
的
に
発
信
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
だ
。

　

国
土
交
通
省
が
推
進
す
る
「
ｉ

－

Ｃ
ｏ
ｎ
ｓ
ｔ
ｒ
ｕ

ｃ
ｔ
ｉ
ｏ
ｎ
」
も
現
場
で
の
生
産
性
向
上
に
と
ど
ま
ら

ず
、
新
し
い
社
会
像
の
実
現
に
ど
ん
な
効
果
を
生
み
出

し
て
い
く
の
か
と
い
う
視
点
で
捉
え
ら
れ
て
い
く
べ
き

で
あ
ろ
う
。
高
齢
化
の
進
展
や
生
産
年
齢
人
口
の
減
少

な
ど
社
会
構
造
が
大
き
く
変
化
す
る
中
、
需
要
動
向
に

左
右
さ
れ
な
い
継
続
的
な
生
産
技
術
革
新
へ
の
取
組
み

を
期
待
し
た
い
。

〇
〇
七
年
、
第
一
次
安
倍
内
閣
で
豊
か
で
希
望

に
あ
ふ
れ
る
日
本
の
未
来
の
実
現
に
向
け
た
長

二期戦略
指
針
「
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
25
」
が
策
定
さ
れ
る

の
に
併
せ
、
内
閣
府
は
国
民
や
科
学
者
の
意
見
、
科
学

技
術
予
測
調
査
な
ど
を
踏
ま
え
て
「
イ
ラ
ス
ト
で
見
る

20
の
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
代
表
例
」
を
ま
と
め
て
い
る
。

二
〇
二
五
年
に
目
指
す
べ
き
社
会
イ
メ
ー
ジ
の
中
か
ら
、

特
に
夢
の
あ
る
も
の
と
そ
れ
を
実
現
す
る
技
術
・
シ
ス

テ
ム
を
紹
介
し
た
も
の
で
、
建
設
技
術
関
連
で
は
「
建

設
工
事
の
短
縮
化
と
安
全
確
保
の
た
め
に
工
事
現
場
で

利
用
す
る
知
能
ロ
ボ
ッ
ト
技
術
」「
世
代
交
代
、
生
活
ス

タ
イ
ル
の
変
化
、
業
務
形
態
の
変
化
、
都
市
環
境
の
変

化
な
ど
に
よ
る
時
系
列
上
で
の
要
求
変
化
や
劣
化
に
対

す
る
対
応
性
・
適
応
性
の
高
い
住
宅
・
建
築
シ
ス
テ
ム
」

な
ど
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
一
〇
年
ほ
ど
前
に
ま
と
め

ら
れ
た
も
の
だ
が
、
現
在
に
も
共
通
す
る
技
術
開
発
の

方
向
性
で
あ
ろ
う
。

新
し
い
未
来
社
会
像
の
実
現
に
果
た
す

建
設
技
術
の
役
割
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